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 受�者⾃�が「問い」を持ち、協�や��などを�し
て、����を�り�ったり、⾃⼰の在り�を問い�し
たりする場⾯を�り�れます。研�を⼀つの⾜掛かりに
して、⽇々の��の中で�得�を��していくものへと
研��の更なる��を�ります。

�題別��⼒向上セミナー
「デジタルワークシートづくり」

◆��の��や��のニーズに��

【キーワード①】

参画・聴く・問う

「���の�員として⽬指す成�⽬標」と「�チャート」

 各研�の⽬的に�じて、「���の�員として⽬指す成�⽬標」に基づいた⾃⼰の⽬標��、�り�りの時間を⼤切にし
ます。��研�では、「�チャート」を活⽤して、⾃�の�みや�ばすべき���⼒を��的に��できるようにします。

◆研���の⼯夫 

オンライン研�の��
（�理�等メンタルヘルス研�）

グループ協�の��
（�任��主任研�）

��の��
（中�研�（��・栄�）Ⅲ）

⼤���セミナー（��）の��

●⼤学と連携した研
修⽀援

◆研��の��

教職員研修事業
 「学び続ける教職員」を⽀えるため、３つの研修（センター研修、ＯＪＴ
⽀援、⾃主研修）をバランスよく整備。魅⼒ある教職員の育成を⽬指し、
「学びがい」のある質の⾼い研修を実施します。

 �別�援��やＩＣＴの活⽤、ＳＤＧｓ、�災��、��・同和
��等、��の��や��のニーズに�じた内�の研�を⾏います。 

【キーワード②】

実践と研修の⼀体化
◆「���の�員として⽬指す成�⽬標」の活⽤

 ��して⾏う研�は、協�や�
�を中�に⾏い、��型の研�は
オンラインで��します。また、
��研�における動�研�は、�
期休業⽇中に��期間を�けてい
ます。内�等に�じて研���を
⼯夫することで研��果を上げる
とともに、�どもと向き�う時間
を�保したり、ＯＪＴをサポート
したりします。

●教職員研修のポイ
ント

質の高い研修を実
施します！

質の高い研修を実
施します！

◆⼤����   ⼤�の⼀�の授業や��有識者
等を招いて⾏う��を��現場の
��員に�開し、��的指�⼒の
向上を�ります。

◆⼤���セミナー 
 センター内に��する⼤����では、愛�⼤
�����の先⽣�に気軽に研�や研�の相�を
することができます（⼤���研�サポート等）。



【お問い合わ

経験や職層に応じた研修 専⾨性を⾼める研修 校内研修サポート⾃主研修サポート

※ ◎経験研修  □指名研修  ●希望参加研修・要請による⽀援等

 ◎中�研�Ⅰ

 ◎�任者研�

 ◎３年⽬研�

センター研�（OFF-JT） ＯＪＴ⾃主研�

 ◎中�研�Ⅲ

 ◎中�研�Ⅱ

 ◎２年⽬研�

□期限付採⽤教員
��ステップアップ研修 

 ◎トップステージ研�

□校⻑研修
□昇任校⻑研修

□教頭研修
□昇任教頭研修

□新任主幹教諭研修

基本研修《職能研修》

□新任教務主任研修
□⼈権・同和教育主任研修
□⽣徒指導主事研修
□●特別⽀援教育新担当者研修
□●特別⽀援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修
□新任進路指導主事研修
□事務職員研修 他

《課題別研修》

□管理職等ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ研修 
□総合危機管理等研修
□０ＪＴサポート研修
□●情報教育授業研究会
□ＩＣＴ(ＰＧ)スキルアップ研修 
□●⾷育推進研修
□●松⼭市健康教育研修
□ＳＤＧｓ推進研修

《教科等研修》

□●特別⽀援教育担当者会 
□免許外教科担任教員研修
□●道徳教育指導者研修
□●へき地・⼩規模・複式学級

担当者研修
□●外国語教育研修

《⼈材育成研修他》

□松⼭市教職員研修⼤会
□●まつやま教育研修

�センターフェスタ
□松⼭市教育研究⼤会
●夏季実技研修会�
●初任者サポート研修
●教科等ベースアップ研修�

�他

《⾃主参加セミナー》

●松⼭市教科等サマーセミナー
 ※ 「⾃主研修」欄参照

中堅教員育成研修

●研修体系
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１�１��末の活⽤

「��の授業モデル」の活⽤

◆「わくわく�前��」

�別�援��の個別相�
���価についての

�内研�（オンライン）

��の⽊を⾒てみよう
国�理���
（オンライン）

  理科、��や��の�野など、専⾨的な知⾒と��のある指�者を授業の�別�師として��。�どもたち
の�味・��を�めます。

●        
「出前教室」

授業への特別講師派
遣

◆「おもしろ理科�前��」

学校⽀援事業
 学校への訪問研修や講師派遣、教員の相談⽀援などを企画運営します。各学校における校
内研修の推進やよく分かる魅⼒的な授業づくりを⽀援します。

 ��からの��によって、センター指�主事が�内研�で�師を
�めたり個別相�に�じたりすることにより、各��の研���や
授業づくりを�援します。
 各�科等の授業づくり（��の授業モデル）やＩＣＴ活⽤、ふる
さと���、�別�援��、��・同和��等、内�は各�の状況
や希�に�うようにしています。
 �問、来�、オンラインでの��の他、いつでも��できる動�
を⽤�しています。

●        
 「まつラボサポー

ト」
各学校に出かけ

ます！
各学校に出かけ

ます！

校内研修⽀援・個別
相談事業

⾃由研�の�め�

�句の作り�

⼤��授などによる理科の授業 �句などの����や��等の幅�い�野の授業

【お問い�わせ】���援担当 TEL 989-5147



��と協働した授業づくり

研�協⼒�での授業��

●研究発表会（センターフェスタ2026）

センターフェスタ2025での�開授業
（⼩��４年⽣ 国�科、中��２年⽣ ��科）

【お問い�わせ】研�開発担当 TEL 989-5148

〈予定⽇〉
令和８年2⽉12⽇（⽊）

●特⾊ある松⼭の教育の開発 「�がれ�ふるさと��の�」は、
⼀��売も⾏っています。

 活⽤のヒントとなる
年間指����成�「ｅｃまつやま」にあります。

↑購�は
 こちらから

 年間指���の
 活⽤例は
「ｅｃまつやま」に

    あります。

松⼭の教育研究開発事業
 松⼭の⼦どもの実態に基づき、学校や愛媛⼤学教育学部等と連携して、効果的な学びの在
り⽅や特⾊ある松⼭の教育を発信します。

 東中���⼩中��（��⼩、��⼩、
東�⼩、東中）等、研�協⼒�や愛�⼤�
����等と��して��研�を⾏い、児
�⽣徒⼀�⼀�の�かな成�につながる�
びの�を��します。「��の授業モデル」
を発�し、���体で「⼀�⼀�が�かる
喜び、 共に�ぶ喜びを��できる授業」
の�現を⽬指します。

●学校等と連携した教育研究
松山ならではの教

育を発信！
松山ならではの教

育を発信！

 ��ゆかりの先�の⽣き�や��、歴
史を�び、�どもたちにふるさとへの愛
�や�り、�来への�や�葉の⼒を�む
ことを⽬的とした「ふるさと���」を
��するために、�材の開発をしていま
す。また、センターホームページでは、
先�の����をYouTubeで�開した
り、各��での��を��したりしてい
ます。�材の活⽤��等に�する研�や
情�発�を⾏い、��員への��促�に
�めます。

                    研�協⼒�や研�協⼒員、⼤�等と協働した��研�の成果や、��
められている��の在り�について、�体的な�びの�として�く発�します。

内�（フェスタ2025の⼀�） 
 ・�開授業・研�協�
   ⼩���国�科
   中�����科、�国�科、技�・��（���野（�別授業）
 ・�科�
   Ⅰ 「ふる�」で�がる�句の�⼒
   Ⅱ デザインツールCanvaを体��
   Ⅲ 先�り�Google Chromebook

   Ⅳ ⾃立した��者が�つ授業のチカラ
 ・オンデマンド配�による��発�
   （「��の授業モデル」の��、�⽇的���題への��、
   愛�⼤���⼤��⽣による発�）

「ふるさと松⼭学」教材



●⼩中学校及びセン
ターのＩＣＴ環境整

備

【お問い�わせ】情����担当 TEL 989-5149

時代や��のニーズに�じた研�

⾃主研�等に使えるコンテンツの作成

１⼈１台端末活⽤

情報活⽤能⼒⽣成ＡＩ

クラウドを活⽤した校務ＤＸプログラミング教育

情報セキュリティ オンライン授業

情報モラル

●研修・情報発信

児童⽣徒１⼈１台端末
教職員１⼈１台端末化

システムのクラウド化

指導者⽤デジタル教科書

特別⽀援教育のための機器
学習⽀援ツール

学習ｅポータル
ＩＣＴ⽀援員

校務⽀援システム

ＧＩＧＡスクール構想を��するＩＣＴ����

セキュリティポリシー
ＩＣＴを��基�として活⽤し
 個別��な�びと協働的な�びを⼀体的に��

教育の情報化推進事業
 個別最適な学びと協働的な学びの⼀体的な充実（授業ＤＸ）と、教職員の働き⽅改⾰（校
務ＤＸ）を⽬指し、授業と校務両⾯で教育ＤＸを推進します。

GIGAスクール構
想の実現！

GIGAスクール構
想の実現！



⾃主研修の場として
 教材研究や⾃主研修のために、開館時間にはいつでも、カリキュラムサポート室や教材作
成室などを利⽤することができます。指導主事や⼤学教員への
授業づくり相談も気軽にどうぞ。

授業づくりを応援
します！

授業づくりを応援
します！

⽉�⽇〜金�⽇ ９：００〜２１：００

⼟�⽇（�２・４） ９：００〜１７：００

◇ なお、研��が�いているときは、��の����活動の場として、⼀�貸�を⾏っています。

�

�●施設の愛称とロゴマーク・キャラクター
愛称

「まつラボ」

 平成28年度、���立����員から募�し�票等により決�しました。  

キャラクター

〈�味〉まつラボの「まつ」を�の形でデザインし、中に３つ
    の「T」を�れている。「T」は３つの「つ」＝キャッ
    チフレーズである「つどう つながる つくりだす」
    という�����研�センターに�められた思いを�
    現。また、上の�っちゃん列⾞は、「何かあったらま
    つラボへ!!」という気持ちと、��らしさを�現して
    いる。 

〈�味〉「まつラボ」の愛�にさらに�しみをもっても
    らうために募�したキャラクター。ラボ＝
    「Lab」の��で�を作っている。 
    キャッチフレーズの３つの「つ」とひらめきや
    発⾒のイメージの「�」で�の⽊の形をつくっ
    ている。

所在地 〒790-0826�松⼭市⽂京町２番地１�FAX 089-922-2477�
TEL�989-5144
TEL�989-5146
TEL�989-5147
TEL�989-5148
TEL�989-5149

ﾐﾗｲﾑ�研修センター（Ａ総務担当)
ﾐﾗｲﾑ�研修センター（Ｂ研修担当)
ﾐﾗｲﾑ�研修センター（Ｃ学校⽀援担当)
ﾐﾗｲﾑ�研修センター（Ｄ研究開発担当)
ﾐﾗｲﾑ�研修センター（Ｅ情報化推進担当)

〈�味〉��の英��「Matsuyama City Educational Laboratory」の略。
    ���の研��であることを、�かりやすく、かつ�しみやすい�で 
    �している。また、Mを�にすると「３」になるため、隠れた�味と
    して３つの「つ」＝キャッチフレーズである「つどう つながる つく
    りだす」を�現している。  

ロゴマーク

◆個�やグループでの⾃主研�に各��を
 利⽤できます。

◆�書やＤＶＤの貸�も⾏います。
カリキュラムサポート���の利⽤は、事前に�予�ください。

 ⼀�５冊まで貸�できます。ミライムでの予�や��便での貸�・��も可。１か⽉�内に��してください。

総務（施設予約）
研     修
学 校 ⽀ 援
研 究 開 発
情報化推進

代表 

気軽に
「まつラボへ
⾏こう！」



FLOOR GUIDE（フロアガイド）

❤

階段エレベ
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階段

⑫
⼩学校へ

⑤④ ⑥

⑧

⑦

書庫
⑪

階段エレベ
ーター 

階段 WC ⑬

児童
クラブ

事務室資料室
ミーティング
ルーム教職研修室

教職⽀援室
⾃動販売機

⑨
正⾯⽞関受付

階段エレベ
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階段 WC テラス

②

⑩ ③

①

講師
控室

⼩学校へ

３Ｆ
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１Ｆ

※ 来�の�には、��者���の���をお願いしています。受付

東雲⼩
図⼯室

WC 準
備
室

AED

令和７年4⽉1⽇��

200�までの研�を⾏うことができます。
�(100) 椅�(200) ステージ �� 司�� �吊りプロジェ
クタ ���� 電動スクリーン(正⾯) �吊りサイドモニタ(4) 
�動式ホワイトボード(5) �師��

① ⼤�義�（３Ｆ）
標�１３２�

��科や��⼯作・��の研�や研�を
⾏います。��の�別�援��の授業等
でも使⽤します。�は⼩��の�⼯�で
⼀体使⽤もできるようになっています。

⑫ �作�（２Ｆ��棟）

��（上履き）

センター（⼟⾜）

東�⼩センター

アクセス
■伊予���内電⾞ �⼗���前 （�200ｍ）
          上⼀万    （�500ｍ）

東�⼩正⾨を�って左⼿です

���書や����、各�の研���な
ど、授業づくりの��としたい�々な�
料を閲�することができます。パソコン
コーナーやDVDコーナーなどもあります
ので、研�の前�など、ちょっとした時
間を活⽤して気軽に�利⽤ください。

⑦ カリキュラムサポート�
（２Ｆ）

140�までの研�を⾏うことができます。
�(70) 椅�(140) �� 司�� �吊りプロジェクタ 70インチモニタ 
電動スクリーン ���� ホワイトボード(正⾯�⾯) �動式ホワイトボード(1)

② 中研��（３Ｆ）
標�９０�

理科や技�･��科(技�)の研�や
研�を⾏います。
 ���(6) 作業�(2) ホワイトボード（正⾯�⾯）

��・作業�（２Ｆ）⑪

センターは��⼟⾜です。
��棟に⾏く�は、ここで
�を履き替えてください。

❤



令和７年4⽉1⽇��研�したことやカリキュラムサポート�で�べ
たことをもとに授業の�材��を作ることがで
きるよう、��や��を�えています。事��
に声をお掛けください（電�予�優先）。
⼤型プリンタ デュプリケータ ラミネータ ���等

⑧ �材作成�（２Ｆ）

30��度の��を⾏うことができます。
�(10) 椅�(30) �⾯ホワイトボード(2)

③ ���（３Ｆ）
標�２８�

仕切りを�り、④〜⑥を⼀体使⽤することもできます。
 �(19) 椅�(37) 司�� スクリーン �動式ホワイトボード(1)

④~⑥ ⼩研��１~３（２Ｆ）
各３６�

愛�⼤�����の��センター
⼤����担当�員を中�に、⼤
��員・センター指�主事・��
が気軽に協�できる場です。授業
についての個�相�は�予�を。

⑪

打�せや情���に⾃由に使えるスペースです。
正⾯��を�ってすぐのところにあります。

＊��員研�・��研�のための��です。有�に�活⽤ください。予�受付 TEL 989-5144 

⼀体使⽤の場�

ＩＣＴ研��（３Ｆ）
２０�⑩

タブレット�末を
使った���の研
�や研�を⾏いま
す。グループ協�
にもどうぞ。

⑬⼤����（１Ｆ） コミュニティスペース（１Ｆ）⑨

エレベーター

センター・��の�側に�があるエレベーターです。
乗った側からしか�りることができませんので、必ずセンター
側からお乗りください。

１〜６���員研�等で使⽤していないときは����活動の場として⼀�貸�を⾏う研��。
７〜９����立����員が�材研�等のために�時使⽤できる場�。
10〜12��科研�・研��。使⽤したい場�は�相�ください。
13�⼤����。��センターの⼤きな�徴です。お気軽にどうぞ。



〈��員研�事業〉��員研�を����するとともに、�たな研�プログラムの開発や��員の
キャリア向上システムの構築を�る。

〈���援事業〉��への�問研�や�師��、�員の個別�援研�などを����し、各��の
研���や授業づくりを�援する。

〈��の��研�開発事業〉⼩中��と��して授業研�や�材開発を⾏い、�開授業や研�発�
�を�して�たな�びの在り�や��ある��の��を発�する。

〈��の情����事業〉����へのICT��の�果的な��を��するとともに、ICTを活⽤し
た��の研�や�材開発�びその��を�る。

〈⼩中����⽤コンピュータ��事業〉����へのICT��の�果的な��を��する。

〈�����研�センター��事業〉研��や�書の貸�等、センターの�率的な利⽤とその促�
を�るとともに、��の�理��、各業�の予算�⾏などを⾏う。

センターが⽬指すもの
 松⼭市教育研修センター（以下、センター）では、「ふるさと松⼭を愛する児童⽣徒⼀
⼈⼀⼈の⽣きる⼒の育成と幸せの実現」という⽬標を掲げ、⽬指すビジョン（教師像・授
業像・学校像）を設定しています。その実現のため、センター開設以来の基本理念に基づ
き、「教職員を元気にする」「授業を変える」「学校の組織⼒を⾼める」「⼤学との連携を促
進する」「『ふるさと松⼭学』を推進する」の５つをミッションとしています。また、「つ
どう・つながる・つくりだす」はセンターの姿勢をキャッチフレーズにしたものです。

体制及び事業

⽬ 標
ふるさと松⼭を愛する児童⽣徒⼀⼈⼀⼈の⽣きる⼒の育成と幸せの実現

「学校の教育⽬標」「まつやま教育プラン２１」「保護者や地域の願い」の実現

     児童⽣徒の成⻑と幸せを全⼒で実現する
     チーム⼒と活⼒のある学校

     ⼀⼈⼀⼈が分かる喜び、共に学ぶ喜びを
     実感できる授業

【教師像】情熱と実践的指導⼒をもった学び続ける教師

１ 学校の教育活動を⽀援し、教職員の元気・指導⼒・キャリアの向上に寄与する

２ 研修・研究・実践を⼀体的に推進し、次代をひらく学びの姿を提案する

３ 学校と⼤学等関係機関との連携の拠点として、互いのよさを引き出し、学校⼒を⾼める

４ 「ふるさと松⼭学」など、特⾊ある松⼭の教育や教材を開発し発信する
５ 教職員が進んで集い学び合える開かれた環境を提供する

⽬指す３つのビジョン

(基本理念)

【授業像】

【学校像】

キャッチフレーズ
つどう・つながる・つくりだす
ミッション
　●教職員を元気にする
　●授業を変える
　●学校の組織力を高める
　●大学との連携を促進する
　●「ふるさと松山学」を
　　推進する

所�⻑ 研修担当

学校⽀援担当

研究開発担当

情報化推進担当

ＩＣＴ環境整備担当

センター運営担当



 センター内に�けた「⼤����」を�点として、センターと愛�⼤�とが研�の��・���
び�査研�を協働して⾏うほか、授業づくりや�内研�の相�に��しています。また、愛�⼤�
の�員�成と現���の円滑な��による�員の更なる��・��⼒の向上を⽬指し、愛�⼤��
����び��⼤��との��を�めています。

⼀体化

 さらに、希�に�じて��に�かけ、授業づくりやOJTを�援したり、�間や�２・�４⼟�⽇
を�め、��員がすぐに�い研�できる��を�えたりするなど、「現場に�く、頼れるセンター」
として、���の����を�えます。

　本センターは３つの特色を有しており、各事業は、これらを生かして展開しています。

本センターの特⾊

〈特⾊１〉 ⼩中学校との密接な連携による実践的な教育研究
 ��する⼩中��をはじめとした�
�や研�協⼒員等と��して研�を�
�し、��の�どもの��や地域の�
�等に�じた「��の授業モデル」
を、��の授業の�を�して提�して
います。
 センターには、各�科等の指�主事
を配�し、��種・�科等のニーズに
�じた研�・研�を⾏っています。

〈特⾊２〉 愛媛⼤学教育学部・教職⼤学院等との連携協⼒

〈特⾊３〉 松⼭⾚⼗字病院との連携
 ��する���⼗���と成�コミュニティ・ボランティアの��に�する協�を�び、児�⽣
徒の�成�援をしています。
 年間１０回�度の研�を受けて��を受けた、�療や���野での����がある�や看�師、
臨��理⼠がこのボランティアを�めています。

研究協⼒校等

愛媛⼤学教育学部・教職⼤学院 教育研修センター

実践

研修・研究・⽀援●⾼度な知⾒・理論
●教員養成

・より効果的な授業
・より適切な⽣徒指導

・質の⾼い教職員研修・教育研究
・現在及び将来の教育課題への迅速な対応
・より多⾓的かつ効果的な学校⽀援
・将来を⾒通した松⼭の教育の創造

・より実践的な指導⼒を持つ公⽴ 
 学校に応じた教員養成



将来にわたって
魅⼒と活⼒あふれる松⼭市

松⼭市教育研修センターは
松⼭の⼦どもたちに これからの社会を⽣き抜く⼒と

郷⼟への誇りと愛着を育む��より質の⾼い教育を⾏うため
学校教育についての調査研究や�

教職員研修を⾏う拠点となる教育施設です

⽣きる⼒と
ふるさとへの誇りや愛着をもった
松⼭の⼦どもの育成

松⼭市⽴学校教育の質の向上

●魅⼒ある教職員の育成
●より効果的な授業
●先を⾒通した教育施策

お問い合わせ 教育研修センター事務所 TEL989-5144令和７年4⽉1⽇改訂


